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少
年
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

少
年
の
保
護
事
件

第
二
章

少
年
の
保
護
事
件

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
一
節
～
第
三
節

（
略
）

第
四
節

抗
告
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
九
条
）

第
四
節

抗
告
（
第
三
十
二
条
―
第
三
十
六
条
）

第
三
章

成
人
の
刑
事
事
件
（
第
三
十
七
条
―
第
三
十
九
条
）

第
三
章
・
第
四
章

（
略
）

第
四
章
・
第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

（
こ
の
法
律
の
目
的
）

（
こ
の
法
律
の
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
期
し
、
非
行
の

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
期
し
、
非
行
の

あ
る
少
年
に
対
し
て
性
格
の
矯
正
及
び
環
境
の
調
整
に
関
す
る

あ
る
少
年
に
対
し
て
性
格
の
矯
正
及
び
環
境
の
調
整
に
関
す
る

保
護
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
少
年
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
特

保
護
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
少
年
及
び
少
年
の
福
祉
を
害
す

別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

る
成
人
の
刑
事
事
件
に
つ
い
て
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
被
害
者
等
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
）

（
被
害
者
等
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
及
び
謄
写
）

第
五
条
の
二

裁
判
所
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号

第
五
条
の
二

裁
判
所
は
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
少

に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
保
護
事
件
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の

年
に
係
る
保
護
事
件
に
つ
い
て
、
第
二
十
一
条
の
決
定
が
あ
つ

決
定
が
あ
つ
た
後
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

た
後
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
保
護

り
当
該
保
護
事
件
の
被
害
者
等
（
被
害
者
又
は
そ
の
法
定
代
理

事
件
の
被
害
者
等
（
被
害
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は

人
若
し
く
は
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
若
し
く
は
そ
の
心
身
に

被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
若
し
く
は
そ
の
心
身
に
重
大
な
故
障

重
大
な
故
障
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親

が
あ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
若
し
く
は
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族
若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
被
害
者

兄
弟
姉
妹
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
一
条
の
二
に
お

等
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
か
ら
、
そ
の
保
管
す
る
当
該
保

い
て
同
じ
。
）
又
は
被
害
者
等
か
ら
委
託
を
受
け
た
弁
護
士
か

護
事
件
の
記
録
（
家
庭
裁
判
所
が
専
ら
当
該
少
年
の
保
護
の
必

ら
、
そ
の
保
管
す
る
当
該
保
護
事
件
の
記
録
（
当
該
保
護
事
件

要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
収
集
し
た
も
の
及
び
家
庭
裁
判
所
調

の
非
行
事
実
（
犯
行
の
動
機
、
態
様
及
び
結
果
そ
の
他
の
当
該

査
官
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
当
該
少
年
の
保
護
の
必
要
性
の
判

犯
罪
に
密
接
に
関
連
す
る
重
要
な
事
実
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

断
に
資
す
る
よ
う
作
成
し
又
は
収
集
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の

）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
申
出
が
あ
る

閲
覧
又
は
謄
写
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
閲
覧
又
は
謄
写
を
求

と
き
は
、
当
該
被
害
者
等
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
の
た
め

め
る
理
由
が
正
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
及
び
少
年
の
健
全
な

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

育
成
に
対
す
る
影
響
、
事
件
の
性
質
、
調
査
又
は
審
判
の
状
況

合
で
あ
つ
て
、
少
年
の
健
全
な
育
成
に
対
す
る
影
響
、
事
件
の

そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
こ
と
が

性
質
、
調
査
又
は
審
判
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
相

相
当
で
な
い
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
申
出
を
し
た
者
に
そ
の

当
と
認
め
る
と
き
は
、
申
出
を
し
た
者
に
そ
の
閲
覧
又
は
謄
写

閲
覧
又
は
謄
写
を
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

少
年
に
係
る
保
護
事
件
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
被
害
者
等
の
申
出
に
よ
る
意
見
の
聴
取
）

（
被
害
者
等
の
申
出
に
よ
る
意
見
の
聴
取
）

第
九
条
の
二

家
庭
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と

第
九
条
の
二

家
庭
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
少

こ
ろ
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
少

年
に
係
る
事
件
の
被
害
者
等
か
ら
、
被
害
に
関
す
る
心
情
そ
の

年
に
係
る
事
件
の
被
害
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
被

他
の
事
件
に
関
す
る
意
見
の
陳
述
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
自

害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族

ら
こ
れ
を
聴
取
し
、
又
は
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
命
じ
て
こ
れ

若
し
く
は
兄
弟
姉
妹
か
ら
、
被
害
に
関
す
る
心
情
そ
の
他
の
事

を
聴
取
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
件
の
性
質
、
調
査

件
に
関
す
る
意
見
の
陳
述
の
申
出
が
あ
る
と
き
は
、
自
ら
こ
れ

又
は
審
判
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
相
当
で
な
い

を
聴
取
し
、
又
は
家
庭
裁
判
所
調
査
官
に
命
じ
て
こ
れ
を
聴
取

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
件
の
性
質
、
調
査
又
は
審

判
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
相
当
で
な
い
と
認
め

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
観
護
の
措
置
）

（
観
護
の
措
置
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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４

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
更
新
は
、
一
回
を
超
え
て
行

４

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
更
新
は
、
一
回
を
超
え
て
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
少
年
に
係
る
死
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
の
事
件

げ
る
少
年
に
係
る
死
刑
、
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
の
事
件

こ

こ

で
そ
の
非
行
事
実
（
犯
行
の
動
機
、
態
様
及
び
結
果
そ
の
他
の

で
そ
の
非
行
事
実
の
認
定
に
関
し
証
人
尋
問
、
鑑
定
若
し
く
は

当
該
犯
罪
に
密
接
に
関
連
す
る
重
要
な
事
実
を
含
む
。
以
下
同

検
証
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
又
は
こ
れ
を
行
つ
た
も
の

じ
。
）
の
認
定
に
関
し
証
人
尋
問
、
鑑
定
若
し
く
は
検
証
を
行

に
つ
い
て
、
少
年
を
収
容
し
な
け
れ
ば
審
判
に
著
し
い
支
障
が

う
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
又
は
こ
れ
を
行
つ
た
も
の
に
つ
い
て

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ

、
少
年
を
収
容
し
な
け
れ
ば
審
判
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
お

る
場
合
に
は
、
そ
の
更
新
は
、
更
に
二
回
を
限
度
と
し
て
、
行

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に

う
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
そ
の
更
新
は
、
更
に
二
回
を
限
度
と
し
て
、
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

５
～

（
略
）

５
～

（
略
）

10

10

（
国
選
付
添
人
）

（
国
選
付
添
人
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

第
二
十
二
条
の
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
（
第
二
十
二
条
の
五
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
付
添
人
は
、
旅
費
、
日
当

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
付
添
人
は
、
旅
費
、

、
宿
泊
料
及
び
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
当
、
宿
泊
料
及
び
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
被
害
者
等
に
よ
る
少
年
審
判
の
傍
聴
）

第
二
十
二
条
の
四

家
庭
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め

（
新
設
）

る
と
こ
ろ
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
少
年
に
係

る
事
件
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
罪
の
も
の
又
は
同
項
第
二
号
に

掲
げ
る
少
年
（
十
二
歳
に
満
た
な
い
で
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行

為
を
し
た
少
年
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事

件
で
あ
つ
て
次
に
掲
げ
る
罪
に
係
る
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
も
の

（
い
ず
れ
も
被
害
者
を
傷
害
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に

よ
り
生
命
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
に
限
る
。
）
の

被
害
者
等
か
ら
、
審
判
期
日
に
お
け
る
審
判
の
傍
聴
の
申
出
が
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あ
る
場
合
に
お
い
て
、
少
年
の
年
齢
及
び
心
身
の
状
態
、
事
件

の
性
質
、
審
判
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
少
年
の

健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
く
相
当
と
認
め
る
と
き
は

、
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
こ
れ
を
傍
聴
す
る
こ
と
を
許

す
こ
と
が
で
き
る
。

一

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死
傷
さ
せ
た
罪

二

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
百
十
一
条

（
業
務
上
過
失
致
死
傷
等
）
の
罪

２

家
庭
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
二

号
に
掲
げ
る
少
年
に
係
る
事
件
の
被
害
者
等
に
審
判
の
傍
聴
を

許
す
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
少

年
が
、
一
般
に
、
精
神
的
に
特
に
未
成
熟
で
あ
る
こ
と
を
十
分

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

家
庭
裁
判
所
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
判
の
傍
聴
を
許

す
場
合
に
お
い
て
、
傍
聴
す
る
者
の
年
齢
、
心
身
の
状
態
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
、
そ
の
者
が
著
し
く
不
安
又
は
緊
張
を
覚

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
不
安
又
は
緊
張

を
緩
和
す
る
の
に
適
当
で
あ
り
、
か
つ
、
審
判
を
妨
げ
、
又
は

こ
れ
に
不
当
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
者
を

、
傍
聴
す
る
者
に
付
き
添
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

裁
判
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
判
を
傍
聴
す
る
者
及

び
前
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
者
に
付
き
添
う
者
の
座
席
の
位
置

、
審
判
を
行
う
場
所
に
お
け
る
裁
判
所
職
員
の
配
置
等
を
定
め

る
に
当
た
つ
て
は
、
少
年
の
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審

判
を
傍
聴
し
た
者
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
者
に
付
き

添
つ
た
者
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。
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（
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
か
ら
の
意
見
の
聴
取
等
）

第
二
十
二
条
の
五

家
庭
裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

（
新
設
）

り
審
判
の
傍
聴
を
許
す
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
弁
護
士
で
あ
る

付
添
人
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

家
庭
裁
判
所
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
少
年
に
弁
護
士

で
あ
る
付
添
人
が
な
い
と
き
は
、
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
を
付

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

少
年
に
弁
護
士
で
あ
る
付
添
人
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
最

高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
少
年
及
び
保
護
者
が

こ
れ
を
必
要
と
し
な
い
旨
の
意
思
を
明
示
し
た
と
き
は
、
前
二

項
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４

第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
家
庭
裁
判
所
が
付
す
べ
き
付
添
人
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

（
被
害
者
等
に
対
す
る
説
明
）

第
二
十
二
条
の
六

家
庭
裁
判
所
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め

（
新
設
）

る
と
こ
ろ
に
よ
り
第
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
少
年
に
係
る
事
件
の
被
害
者
等
か
ら
申
出
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
な
く
相
当
と

認
め
る
と
き
は
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、
審
判
期
日
に
お
け
る
審
判
の

状
況
を
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
出
は
、
そ
の
申
出
に
係
る
事
件
を
終
局
さ
せ
る
決

定
が
確
定
し
た
後
三
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

３

第
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
説

明
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

（
費
用
の
徴
収
）

（
費
用
の
徴
収
）

第
三
十
一
条

家
庭
裁
判
所
は
、
少
年
又
は
こ
れ
を
扶
養
す
る
義

第
三
十
一
条

家
庭
裁
判
所
は
、
少
年
又
は
こ
れ
を
扶
養
す
る
義
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務
の
あ
る
者
か
ら
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
、
翻
訳
人
、
参
考

務
の
あ
る
者
か
ら
証
人
、
鑑
定
人
、
通
訳
人
、
翻
訳
人
、
参
考

人
、
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
（
第
二
十
二
条
の
五
第
四
項
に

人
、
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
付

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ

添
人
及
び
補
導
を
委
託
さ
れ
た
者
に
支
給
し
た
旅
費
、
日
当
、

た
付
添
人
及
び
補
導
を
委
託
さ
れ
た
者
に
支
給
し
た
旅
費
、
日

宿
泊
料
そ
の
他
の
費
用
並
び
に
少
年
鑑
別
所
及
び
少
年
院
に
お

当
、
宿
泊
料
そ
の
他
の
費
用
並
び
に
少
年
鑑
別
所
及
び
少
年
院

い
て
生
じ
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

に
お
い
て
生
じ
た
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が

る
。

で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

第
三
章

成
人
の
刑
事
事
件

（
公
訴
の
提
起
）

第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で

削
除

第
三
十
七
条

次
に
掲
げ
る
成
人
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
公
訴
は

、
家
庭
裁
判
所
に
こ
れ
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
三
十
三

号
）
の
罪

二

未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）

の
罪

三

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
五

十
六
条
又
は
第
六
十
三
条
に
関
す
る
第
百
十
八
条
の
罪
、
十

八
歳
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
の
第
三
十
二
条
又
は
第
六
十

一
条
、
第
六
十
二
条
若
し
く
は
第
七
十
二
条
に
関
す
る
第
百

十
九
条
第
一
号
の
罪
及
び
第
五
十
七
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま

で
又
は
第
六
十
四
条
に
関
す
る
第
百
二
十
条
第
一
号
の
罪
（

こ
れ
ら
の
罪
に
関
す
る
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
事
業

主
の
罪
を
含
む
。
）

四

児
童
福
祉
法
第
六
十
条
及
び
第
六
十
二
条
第
五
号
の
罪

五

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百

四
十
四
条
及
び
第
百
四
十
五
条
の
罪

２

前
項
に
掲
げ
る
罪
と
そ
の
他
の
罪
が
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
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律
第
四
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
関
係
に
あ

る
事
件
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
掲
げ
る
罪
の
刑
を
も
つ
て
処
断

す
べ
き
と
き
に
限
り
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
事
件
の
通
告
）

第
三
十
八
条

家
庭
裁
判
所
は
、
少
年
に
対
す
る
保
護
事
件
の
調

査
又
は
審
判
に
よ
り
、
前
条
に
掲
げ
る
事
件
を
発
見
し
た
と
き

は
、
こ
れ
を
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
三
十
九
条

削
除

第
三
章

少
年
の
刑
事
事
件

第
四
章

少
年
の
刑
事
事
件

第
四
章

雑
則

第
五
章

雑
則
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○

裁
判
所
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
）

改

正

案

現

行

第
三
十
一
条
の
三
（
裁
判
権
そ
の
他
の
権
限
）

家
庭
裁
判
所
は

第
三
十
一
条
の
三
（
裁
判
権
そ
の
他
の
権
限
）

家
庭
裁
判
所
は

、
次
の
権
限
を
有
す
る
。

、
次
の
権
限
を
有
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
削
る
）

四

少
年
法
第
三
十
七
条
第
一
項
に
掲
げ
る
罪
に
係
る
訴
訟
の

第
一
審
の
裁
判

②

（
略
）

②

（
略
）

第
三
十
三
条
（
裁
判
権
）

簡
易
裁
判
所
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

第
三
十
三
条
（
裁
判
権
）

簡
易
裁
判
所
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
第
一
審
の
裁
判
権
を
有
す
る
。

て
第
一
審
の
裁
判
権
を
有
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
罪
、
選
択
刑
と
し
て
罰
金
が
定

二

罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
罪
、
選
択
刑
と
し
て
罰
金
が
定

め
ら
れ
て
い
る
罪
又
は
刑
法
第
百
八
十
六
条
、
第
二
百
五
十

め
ら
れ
て
い
る
罪
又
は
刑
法
第
百
八
十
六
条
、
第
二
百
五
十

二
条
若
し
く
は
第
二
百
五
十
六
条
の
罪
に
係
る
訴
訟

二
条
若
し
く
は
第
二
百
五
十
六
条
の
罪
に
係
る
訴
訟
（
第
三

十
一
条
の
三
第
一
項
第
四
号
の
訴
訟
を
除
く
。
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）
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○

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）

改

正

案

現

行

第
二
十
三
条

合
議
体
の
構
成
員
で
あ
る
裁
判
官
が
忌
避
さ
れ
た

第
二
十
三
条

合
議
体
の
構
成
員
で
あ
る
裁
判
官
が
忌
避
さ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
裁
判
官
所
属
の
裁
判
所
が
、
決
定
を
し
な
け
れ

と
き
は
、
そ
の
裁
判
官
所
属
の
裁
判
所
が
、
決
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
裁
判
所
が
地
方
裁

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
そ
の
裁
判
所
が
地
方
裁
判

判
所
で
あ
る
と
き
は
、
合
議
体
で
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

所
又
は
家
庭
裁
判
所
で
あ
る
と
き
は
、
合
議
体
で
決
定
を
し
な

い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

地
方
裁
判
所
の
一
人
の
裁
判
官
又
は
家
庭
裁
判
所
の
裁
判
官

②

地
方
裁
判
所
又
は
家
庭
裁
判
所
の
一
人
の
裁
判
官
が
忌
避
さ

が
忌
避
さ
れ
た
と
き
は
そ
の
裁
判
官
所
属
の
裁
判
所
が
、
簡
易

れ
た
と
き
は
そ
の
裁
判
官
所
属
の
裁
判
所
が
、
簡
易
裁
判
所
の

裁
判
所
の
裁
判
官
が
忌
避
さ
れ
た
と
き
は
管
轄
地
方
裁
判
所
が

裁
判
官
が
忌
避
さ
れ
た
と
き
は
管
轄
地
方
裁
判
所
が
、
合
議
体

、
合
議
体
で
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
忌
避

で
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
忌
避
さ
れ
た
裁

さ
れ
た
裁
判
官
が
忌
避
の
申
立
て
を
理
由
が
あ
る
も
の
と
す
る

判
官
が
忌
避
の
申
立
て
を
理
由
が
あ
る
も
の
と
す
る
と
き
は
、

と
き
は
、
そ
の
決
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

そ
の
決
定
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

③
・
④

（
略
）

③
・
④

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

②

前
項
の
場
合
に
は
、
忌
避
さ
れ
た
受
命
裁
判
官
、
地
方
裁
判

②

前
項
の
場
合
に
は
、
忌
避
さ
れ
た
受
命
裁
判
官
、
地
方
裁
判

所
の
一
人
の
裁
判
官
又
は
家
庭
裁
判
所
若
し
く
は
簡
易
裁
判
所

所
若
し
く
は
家
庭
裁
判
所
の
一
人
の
裁
判
官
又
は
簡
易
裁
判
所

の
裁
判
官
は
、
忌
避
の
申
立
て
を
却
下
す
る
裁
判
を
す
る
こ
と

の
裁
判
官
は
、
忌
避
の
申
立
て
を
却
下
す
る
裁
判
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

第
三
十
一
条

（
略
）

第
三
十
一
条

（
略
）

②

簡
易
裁
判
所
又
は
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
の
許

②

簡
易
裁
判
所
、
家
庭
裁
判
所
又
は
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
は

可
を
得
た
と
き
は
、
弁
護
士
で
な
い
者
を
弁
護
人
に
選
任
す
る

、
裁
判
所
の
許
可
を
得
た
と
き
は
、
弁
護
士
で
な
い
者
を
弁
護

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
他
に

人
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
地
方
裁
判
所
に
お
い

弁
護
士
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
が
あ
る
場
合
に
限
る
。

て
は
、
他
に
弁
護
士
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
弁
護
人
が
あ
る
場

合
に
限
る
。

第
三
百
十
六
条

地
方
裁
判
所
に
お
い
て
一
人
の
裁
判
官
の
し
た

第
三
百
十
六
条

地
方
裁
判
所
又
は
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
一
人
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訴
訟
手
続
は
、
被
告
事
件
が
合
議
体
で
審
判
す
べ
き
も
の
で
あ

の
裁
判
官
の
し
た
訴
訟
手
続
は
、
被
告
事
件
が
合
議
体
で
審
判

つ
た
場
合
に
も
、
そ
の
効
力
を
失
わ
な
い
。

す
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
場
合
に
も
、
そ
の
効
力
を
失
わ
な
い
。

第
三
百
七
十
二
条

控
訴
は
、
地
方
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
が

第
三
百
七
十
二
条

控
訴
は
、
地
方
裁
判
所
、
家
庭
裁
判
所
又
は

し
た
第
一
審
の
判
決
に
対
し
て
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

簡
易
裁
判
所
が
し
た
第
一
審
の
判
決
に
対
し
て
こ
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。


